
ＬＬＣチャージャー２液対応型（ＡＥ４１）取扱説明書

この度は  ＬＬＣチャージャー２液対応型をご購入頂きありがとうございます。本製品をより安全により適切にご使用して頂くために、取

扱説明書をご使用前に必ずお読み下さい。（この取扱説明書は製品と一緒に保管して下さい）

本製品は自動車のＬＬＣ（冷却水）の注入作業専用機器です。

取扱上の注意

• ご使用前に取扱説明書をよくお読み下さい。
• 注入時にタンク内のＬＬＣ残量が不足していると、冷却系内へエア
を混入してしまう場合があります。ＬＬＣを多い目にタンク内へ補

充したうえで作業を始めて下さい。

• タンクの目盛りは有効残量です。タンク取水口位置の関係上、各タ
ンク最後の約１リットルは注入できず、タンク内に残ります。

• 冷却系内へエアを混入する原因になりますので、緑、赤、両方のタ
ンク取水口に渦防止フタが確実に装着されていることを確認して下

さい。

• タンク破裂等の原因になりますので、作業中にタンクキャップの排
気穴を塞がないで下さい。

• 異なるＬＬＣを混合すると、ＬＬＣの色感を損なう場合があります。
タンク切り替えレバーの方向確認を行い、注入後は必ず注入ホース

内の残液を同じ色の冷却水が入っているタンクへ回収して下さい。

• 作業が終了したら、エアホースを取外して下さい。
• ＬＬＣ注入作業以外には使用しないで下さい。（ＬＬＣ抜取り作業
には使用しないで下さい。）

• 転倒、不意の転がりには注意して下さい。
• 注入後もタンクの取水口が水没していることを確認して下さい。
• 水道水、ＬＬＣ(自動車メーカー指定品)以外を使用しないで下さい。
• 冷却水温３０ﾟＣ以上で作業をしないで下さい。
• エンジンをかけたままでの作業はしないで下さい。
• 衝撃を与えないで下さい。
• 排気ホースを強く引っ張らないで下さい。
• タンク固定ベルトは緩めないで下さい。
• 真空状態から急激に大気開放しないで下さい。
• 作業は５ﾟＣ～４０ﾟＣの気温範囲内で行って下さい。
• 真空度が－０.０８ＭＰａ（－６０ｃｍＨｇ）に達しない場合は使用し
ないで下さい。

• 分解、改造はしないで下さい。

構造及び各部名称

外寸 ６００×５２０×１０２５ mm

ホース長さ ２ｍ

有効タンク容量 １４＋１４リットル

（２タンク使用時２８リット

ル）

最大ＬＬＣ注入量 ２８リットル

タンク材質 ポリエチレン

重量 （ Ｌ Ｌ Ｃ 含 ま

ず）

約２７ kg

真空Ｍａｘ －０．０８８ＭＰａ

（－６７ｃｍＨｇ）

エア消費量 ７０～１００リットル／分

一次エア圧 ０．６～１．０ＭＰａ

（６～１０ｋｇｆ／ｃ㎡）

二次エア圧 ０.４～０.６ＭＰａ

（４～６ｋｇｆ／ｃ㎡）

エアカプラ Ｒ１／４、

日東工器２０ＰＭ相当

適用確認

• 軽自動車から普通車、４ｔクラスの中型トラックまで。（新規ＬＬＣ注入量が２８リットル以下の車両）２色のＬＬＣ注入作業に対応。

入組確認

梱包箱（外装箱）入組 梱包内別箱（キャスター箱）入組

イラスト 品 名 入組数 イラスト 品 名 入組数

可動キャスター ２

固定キャスター ２本体 １

キャスターベース ２

パイプ ２

シャフト ２ホースＡＳＳＹ

コーンプラグ：１

ホース：１

ホースバンド：２ １３㎜ボルト（Ｍ８） １２

渦防止フタ ２ 六角袋ナット（Ｍ８） ２

六角ナット（Ｍ８） ２コーンプラグ／

エアカプラフック
２

ワッシャ ４

ホースフック １



組立方法

必要工具：１３㎜レンチ、スパナ

① 梱包箱をひっくり返し、底面を開けます。

② 取扱説明書とキャスターを取り出します。

③ 右の取付け要領図に従い、キャスターを取り付けます。
（注）固定キャスターを後側、可動キャスターを前側に付けて下さい。

④ キャスター取り付け後、本体が正しい向きになるよう梱包箱

を再びひっくり返し、梱包箱を抜き取ります。

⑤ 本体側面にテープ止めされているホース、フック類を取り外

します。

⑥ フック類を所定の位置に取り付けます。（下図参照）

⑦ ホースにホースバンドを通し、ホースジョイントに根元まで

挿入してホースバンドを締めます。（下図参照）

⑧ エア吸い込み防止の為、タンクキャップを外し、タンク内の

取水口（小さいほうの穴）に渦防止フタを装着します。（下

図参照）

作業前準備

① 整備指示書に従い、ラジエータ内のＬＬＣを抜き取り、ドレンプラグを締めた状態にして下さい。

② 新しく注入するＬＬＣを整備指示書に指定された濃度と量に調合して下さい。
（注）タンク取水口位置の関係上、各タンクの最後の約１リットルは注入できずタンク内に残りますので、タンクの実際の注入量は目盛り表示量より約１リットル多くなり

ます。ＬＬＣは整備指示書の指定された量＋１リットル以上調合して下さい。

使用方法

① ＬＬＣをタンク内に注入する

冷却水容量が１４リットル以上の場合

１ 両タンクの底栓を抜いておきます。タンク切り替えレバーはどちらの

タンク方向でも結構です。

２ 抜いた底栓は、チェーンを本体背面のフックに掛けておきます。

３ 注入レバーを左側（③真空引き）方向に回転させタンクキャップを外

し、調合したＬＬＣをタンク内に充填し、タンクキャップを閉めま

す。

冷却水容量が１４リットル以下の場合

１ タンク切り替えレバーを使用するタンク方向に切り替え、タンクの底

栓を確実にセットします。

２ 注入レバーを左側（③真空引き）方向に回転させタンクキャップを外

し、調合したＬＬＣをタンク内に充填し、タンクキャップを閉めま

す。

（注）異なるＬＬＣを混合すると劣化したＬＬＣのように色感を損なう事があり

ますので、タンク切り替えレバーの方向は必ず確認して下さい。

（注）タンク切替レバーは途中で止めずに、止まるまで回転させて下さい。

（注）タンクにＬＬＣを充填すると重心が高くなるので転倒、不意のキャスター

の転がりに注意して下さい。

② エアホースを接続する
１ 注入レバーが左側（③真空引き）になっていることを確認し、エア

ホースを接続します。

２ 調圧レバーを回転させて空圧を０．５ＭＰａ（５ｋｇｆ／ｃ㎡）に調

整します。
（注）コンプレッサ側空気圧は０．６～１．０ＭＰａ（６～１０ｋｇｆ／ｃ㎡）

で使用して下さい。

（注）エアホースを接続した時点で吸引を開始しますので、コーンプラグから異

物を吸い込まぬよう注意して下さい。

（注）本製品に純正装着されているエアカプラは日東工器２０ＰＭ相当品です。

サイズが合わない場合は交換して下さい。

（注）本製品は０．５ＭＰａ（５ｋｇｆ／ｃ㎡）で最高効率を発揮します。

③ 真空引きをする
１ ラジエータフィラポートにコーンプラグを差し込みます。

２ 真空計の針がグリーンゾーン（－０．０８ＭＰａ・－６０ｃｍＨｇ）

に達し動きが停止し、安定したことを確認します。

（注）真空引きしたまま放置しないで下さい。

（注）真空引きした状態から急激にコーンプラグをフィラポートから外さないで

下さい。

（注）真空計の針がグリーンゾーンに到達しない場合や動きが安定しない場合

は、ＬＬＣを注入しないで下さい。



④ ＬＬＣを注入する
１ 注入レバーを右側（④ＬＬＣ注入）にすばやく回転させるとＬＬＣの

注入を開始します。

２ 真空計の針がゼロの位置に戻り、停止すれば注入完了です。

（注）注入レバーをＬＬＣ注入へ切り替える前に、タンク切替レバーが注入する

タンク側に切り替わっているか確認して下さい。

（注）注入レバーは途中で止めずに、止まるまで回転させて下さい。

（注）注入後もタンク内の渦防止フタが完全に水没している事を確認して下さ

い。

⑤ ホース内の残液を回収する
１ コーンプラグをフィラポートから抜き取り、コーンプラグからＬＬＣ

がこぼれないよう注意してホースをホースジョイントより高い位置ま

で持ち上げます。

２ 注入レバーを左側（⑤残液回収）に回転させ、ホース内に残留したＬ

ＬＣをタンク内に回収します。

３ ホース内のＬＬＣを全てタンクに回収したら、エアホースをエアカプ

ラから取外します。

（注）２液混合防止の為、必ず残液回収を行って下さい。

（注）注入レバーは途中で止めずに、止まるまで回転させて下さい。

⑥ 注入した冷却水量を確認する
整備指示書に従いラジエータ及びリザーバタンクの冷却水量を確認し、作業終了です。

タンク内ＬＬＣ排出・保管

１ ＬＬＣを受け入れる容器（ジョッキ等）をドレンコックの下に置きます。

２ 排出したい方のＬＬＣタンクの底栓を抜き、底栓チェーンを背面の底栓チェーンフックに

掛けます。

３ 注入レバーが⑤保管位置にあることを確認し、ドレンコックを開きＬＬＣを排出します。

４ 排出が終了したらドレンコックを閉じ、タンク底栓を装着します。

５ エアホースを取り外し、ホースは巻き取りコーンプラグをフックに掛けて保管します。
（注）タンク底栓を抜く前に赤、緑両タンクの２液が混合してしまわない様、排出するタンクの反対側の底

栓が装着されている事を確認して下さい。

（注）本製品でＬＬＣの保管をしないでください。

故障と思われる前に

現象 チェックポイント 不具合の原因 対 処

エアホースがしっかり接続されてい

ますか？

エアカプラ接続点検、各部漏れ点検。

空圧が０．５ＭＰａに調節されてい

ますか？

空圧調整不良。 コンプレッサ側圧力を確認して下さい。

注入レバーが「③真空引き」の方向

いっぱいの位置にありますか？

注入レバーが「④ＬＬＣ注

入」側にある。

注入レバー位置確認を確認して下さい。

ホース内にＬＬＣが残留していませ

んか？

ホース内にＬＬＣがあると真

空発生器の効率が落ちる。

ホース内の残液回収を行って下さい。

ホースバンドがしっかり装着されて

いますか？

漏れ。 装着をやり直して下さい。

コーンプラグ先端を塞

いでも、－０．０８

ＭＰａに達しない。

又は、－０．０８

ＭＰａに到達する時間

が遅い。

コーンプラグ、ホースが破損してい

ませんか？

破損部からの漏れ。 変形、亀裂等があれば交換して下さい。

上記項目いずれかに該当しません

か？

大量のＬＬＣが冷却系内に残留して

いませんか？

真空引き時に車両のウォータ

ホースが変形しＬＬＣを押し

出して、ホース内に溜まる。

充分排出できているか確認して下さい。

開いていないドレンプラグがないか確認して

下さい。リヤエンジン車はエンジン付近の

ウォータホースを外すとＬＬＣが抜けやすい

場合があります。

冷却水々温が高い状態（熱間状態）

ではありませんか？

冷却系内でＬＬＣが低温沸騰

を起こし、気体となって体積

が増加し、ＬＬＣを押し出

す。

車両の水温計で確認して下さい。

冷間状態（水温３０゜以下）で作業して下さ

い。

冷却系内に負圧弁がありませんか？ 冷却系内を負圧にすると負圧

弁が開き、リザーブタンクか

らＬＬＣや空気を吸い込む。

一般的にはラジエータキャップに負圧弁があ

り、ラジエータキャップを外せば問題ありま

せんが、ラジエータキャップが２ヶ装着され

ている車両は、コーンプラグを接続しない方

のフィラポートに繋がっているバイパスホー

ス（細いホース）を閉塞させます。

真空引きを開始して

も、真空計の針がグ

リーンゾーンに達しな

い。

又は、グリーンゾーン

に到達する時間が遅

い。

冷却系が破損していませんか？ 破損部から空位を吸い込む。 ホースひび割れ、ラジエータの錆等確認。

充分充填できない／エ

アが混入する。

タンク内のＬＬＣ量は充分ですか？ 注入に必要なＬＬＣがタンク

内に入っていないので足りな

い分は空気が入る。

注入量＋１リットル以上を、注入する液のタ

ンクに準備してから作業を行います。

各レバーの動きが重

い。

長い間放置してありませんでした

か？

バルブ内部の固着。 何回かレバーを動かすと元の状態に戻りま

す。



注入時に注意を要する車両 ９８／０３現在

メーカー 車名 型式 注入方法／他

センチュリー ＧＺＧ５＃系

セルシオ

マジェスタ ＵＺＳ系

アリスト ＵＺＳ系

ソアラ ＵＺＺ３＃系

ラジエータキャップとリザーブタンクを繋ぐホースを閉塞させ、注入専用口から注入。トヨタ

ウィンダム ＶＣＶ１＃系 ラジエータとリザーブタンクを繋ぐホースを閉塞させる。

プレジデント Ｇ５０

インフィニティＱ４５ Ｇ５０

ラジエータ側から注入。

シーマ／レパード Ｙ３３、Ｙ３

２

ＶＨ４１ＤＥエンジン搭載車のみ同上。

日産

ラルゴ／セレナ Ｗ３０／Ｃ２

３

リザーブタンク／加圧タンクへのバイパスホースを閉塞させ、エンジン上の注水口から注入。

ＯＮ／ＯＦＦバルブ付車両はバルブ開く。

アクティ ＨＡ サーモハウジングへのホースを外し、エンジン付近のＬＬＣを排出。（真空引き時の吹返防止）

ホースを元に戻し、助手席ダッシュボード下の注入口から注入する。コーンプラグが吸付くまで

手で保持する。

ホンダ

ビート サーモハウジングへのホースを外し、エンジン付近のＬＬＣを排出。（真空引き時の吹返防止）

ホースを元に戻し、エンジン側の注入口から注入する。

ボンゴフレンディ

フォードフリーダ

ＳＧ

ＲＸ－７ ＦＤ

Ｖ６ＦＦ車 加圧タンク有

加圧タンクから注入。

Ｖ６ＦＦ車 加圧タンク無 ラジエータとリザーブタンクを繋ぐホースを閉塞させ、エンジン上の注水口から注入する。

マツダ

スクラム キャリー／エブリーに同じ。

スバル サンバー／ドミンゴ リヤエンジン

車

サーモハウジングへのホースを外し、エンジン付近のＬＬＣを排出。（真空引き時の吹返防止）

ホースを元に戻し、注入する。

ダイハツ アトレー ターボ車 エンジン上の注水口から注入。

スズキ キャリー／エブリー リヤエンジン

車

サーモハウジングへのホースを外し、エンジン付近のＬＬＣを排出。（真空引き時の吹返防止）

ホースを元に戻し、注入する。

ターボ車はリザーブタンクへのホースを閉塞させる。

ＬＬＣ調合早見表（単位＝リットル）
濃度３０％ 濃度４０％ 濃度５０％

冷却水容量
原 液 水道水 原 液 水道水 原 液 水道水

２ ０．６ １．４ ０．８ １．２ １ １

２．５ ０．７５ １．７５ １ １．５ １．２５ １．２５

３ ０．９ ２．１ １．２ １．８ １．５ １．５

３．５ １．０５ ２．４５ １．４ ２．１ １．７５ １．７５

４ １．２ ２．８ １．６ ２．４ ２ ２

４．５ １．３５ ３．１５ １．８ ２．７ ２．２５ ２．２５

５ １．５ ３．５ ２ ３ ２．５ ２．５

５．５ １．６５ ３．８５ ２．２ ３．３ ２．７５ ２．７５

６ １．８ ４．２ ２．４ ３．６ ３ ３

６．５ １．９５ ４．５５ ２．６ ３．９ ３．２５ ３．２５

７ ２．１ ４．９ ２．８ ４．２ ３．５ ３．５

７．５ ２．２５ ５．２５ ３ ４．５ ３．７５ ３．７５

８ ２．４ ５．６ ３．２ ４．８ ４ ４

８．５ ２．５５ ５．９５ ３．４ ５．１ ４．２５ ４．２５

９ ２．７ ６．３ ３．６ ５．４ ４．５ ４．５

９．５ ２．８５ ６．６５ ３．８ ５．７ ４．７５ ４．７５

１０ ３ ７ ４ ６ ５ ５

１０．５ ３．１５ ７．３５ ４．２ ６．３ ５．２５ ５．２５

１１ ３．３ ７．７ ４．４ ６．６ ５．５ ５．５

１１．５ ３．４５ ８．０５ ４．６ ６．９ ５．７５ ５．７５

１２ ３．６ ８．４ ４．８ ７．２ ６ ６

１２．５ ３．７５ ８．７５ ５ ７．５ ６．２５ ６．２５

１３ ３．９ ９．１ ５．２ ７．８ ６．５ ６．５

１３．５ ４．０５ ９．４５ ５．４ ８．１ ６．７５ ６．７５

１４ ４．２ ９．８ ５．６ ８．４ ７ ７

（注）ＡＥ４１は注入量＋約１リットル以上（各タンク）をタンク内へ充填してから作業を始めて下さい。

製造国 : 日本国 製造業者の名称･所在地 : 京都機械工具株式会社 〒613-0034 京都府久世郡久御山町佐山新開地 128 番地

TEL:0774-46-3725 FAX:0774-46-5054 URL http://www.kyototool.co.jp/
本製品の問い合わせは、最寄りの下記営業所までお寄せください。

支  店 TEL／東京 03(3752)2261／名古屋 052(882)6671／近畿 0774(46)3711

営業所 TEL／札幌 011(824)0765／仙台 022(231)6322／関東 048(854)3213／金沢 076(291)4546／広島 082(273)0202／福岡 092(441)5637

出張所 TEL／四国 087(885)8494

No.98-003.98.03.500.KTC

http://www.kyototool.co.jp

